
叉木 ･竹中 紺汝糊Q廿及びAI書にJEて 8S

捕 鯨 用信 管 及 び 建一管 に就 て

(唱 和 23LF9)127H 卓 .q)

叉 木 武 一 ･竹 中 庚
(守田火二品取痘キ式甘ji)

t Jt I

を近郷 で絶川せられる推蝕 は 一拍mm とnmm

の二心XAに枕-され 首相は lOm以下の.JttZを,控

訴は ZOm以｣.の火蛤の細波にm うち｡棚 甲は'EB41

川として,又何tFは銘光かl巴火髄の炸裂に虻川すろ｡

現ILEの何せの正式は明治 4L年来のJr桁扮火式の蛇火

何守で.転が妹のEi内に突入する扮.何℡アイ十-那

引かれて封火亡Sl九を佃 させろヰ柄になって.おり.

耕丑及びポ姓が大草悦革で今迄媒n上の放 りS･起 した

7Fは弗となし｡又は廿は90式曝管を英の姐虻ltJL恕

火嘘 はJl好である｡

ItlTbJJr

珊 l三長さ leSnm,匹を 23mmのE=糊 tfで

Jqlに,JJ.W にtrtL 旬火 粗 筋推.及W の S

部分b･ら構成される｡

.u / ｣吐 土工;I冊 l畑 のBとJm と上り'

._･り,書手で鞍合され,丘の下eSにはm :もW

.i廿を箔に円52すら｡tIの'卜むにiE荘6

.nmの孔オ:あCI,火覗 ,慨 を糊し.郡 t判 で丘を,

する脚 外何は上市のEg茄で脚 をLd延Sせ的FL三朝 Jgをヨ'Bす
る｡脚はKC10▲zb!｡.S岨 tD!J,L'=Cr_q 3,I.'をゼタナン 折7技でねり,鵬 の胞 6

mm の幻,･'イ7'に内在2mm の書状に桝 抜乾旅

する.瀬長は約 8TTlm で之より点ければ逸平石の炊

凹と8 17.転け北 f火脚に不義火となる｡】個の雅血は

J勺oSg｡次にや千は確】5,17<芸 ICOrnmの07簸

梓で.その-碑を棚 してIP染05巾 3,たき日TT.r

nの輯甘lこ成現 し.封のtツナはlとすろ｡JW を

汲した轍 Nはクー/カーを鮒 して法先の戟tkを班止し,鵬 W T

･の他種を折り曲げて信管yイ十-の拙びElを作り全長を5

5mとすろ｡甘酢 矧 こF.色点江東FJI.7g を ヰ同に分けて兜

親 し,a;LulE,【収)kgか一亡の出力で基推 して火

棚 とする.火縄 点は 35rnmで上紙と下面には凹酋I･&けて蜘 からの弟火をf

tllこすると桝 に故IJl火広を是大にする.火

榊 の下にはJLZ.6!2mmの穴を井つ梓昧05

mmのBl簸五押板があって.丈にJCOTには畢色小fi事0

27gを 2EDkg,I:nntの車力で蜘 した兵言Stzln,的を 07mm.外ZE7rnm の甘1跡 もろ

｡軽部の42:は3TnJTlのイLら;もつ'(冊 の火均と打大内缶に故山

する.脚 .火細 は現的すると不勿文は途El･耐火の城田となるかLD.也と松子廿との螺子部分には斬 な-

I:クー/タ晶久を丘和 し.&'(-と中手廿とのruJには何

部班珊 (所墳 10p.蜘 汚2p,公取l】pのZe創 杓Ihr

を同市させて光分な妨弧を行 っ｡同市銑榊 のJ･_J
三好に惇染 D5TTtrnのJJ･枇'e私きk糸で拷

釧 1け.I.r,Jla管嵯帯の抑 Ll..純な戦ってiFl銘の

S;人をyJ】lこすろ｡完揃tm一個の7R丑は 85

gであろ｡肝腎 をIGl招推良統'C也み 相 田t._r

ポール由LL収めて指で口71し,較正全役をハタ7インiaして完全f_･防

告を

行う｡ね こ庶正 zO柿.三七タグ7許諾を糾 した資力1に牧bt伸 し

た47スフTJL･トクワPをJ&布した木有に攻め ろ.



(3) 苑が良の払内に没入する時.鋸を杓って居る

分Jqが矧のtZ2龍でしごかれて抜瓜すると之に枯んであ

る何℡ワイヤーが引戎かれ 同時にせずが 引抜 かれ

ろ｡

(Li) 母子と摩器用との間に確埠が屯 l)漁火するD

(5) この火煩が火甲類に移ろ｡確損粕放火it;発の

挽物dスE増 子m 部カLら執 心されるESJjilのK3L艶

を掩って大前に底部曾集のtJJra)にSZ過で仲括する｡

(り 難軌餅噂 35-･iO妙技に火gg!の火矧 ミ押

板の孔を通って憎 に花火する｡
(7) 燃 した官学の火矧 +_脚 JLから河九の内部

に1jt出する｡放出火名は長さ約 60mm,rFHOmmLt･ある｡

m管の火矧 三好九のrflのitL'醐 'JSmmの‡軸たTFl.色蚊

LiJ火準 7SDgをぼ現させて蜂に致命fuを判へ石｡

ダクナッツは8片位に由硯されるが.韓は打で削りEiI

束る｡

Ⅳ TB菅改{モ53

胡用の施転用m野は細迭TI7J柿であるが印と式カ:胃式な

旭に途中洞火及米早敬等の爪合p)A?小 難が多いので之

噂の_m こ託て改良研究を行った｡
(n) 迫中巻防止

治平襖の原Eqとしては信管とP.色坪山火雅に疑ひが

あるが,今は前者だけに就て考へろ｡

(り 介朋 侶管は(.T甘Qイヤー召.lJ功t=て介fRに括

び†･TいておlJ,介alは鵬 で砧にLb)くnI)付いている

メ.介Nの押 IJ方が掛 ､と胡blした時の銘の顎血及び

流行Lllの絶壁で介抄 ｡姐 して何℡カ'B火する朕国と

ならb

(t･) tm に加は7J:)) 介Iが似;i;してhtちと考-

て何廿と介例を畠.1~何倍gイ十一に加はる蝿 を考-

て見ろ｡今一番拓の初適を2COTr巾 として旺 】3mrn

のm惜ワイヤーに加はろカセケイ十一4)閉脚 を考想

してW .すると信管のせ利之IrJ30kgのrJ]で引ZJiられ

る布となる｡二番耗からは漁村軌 が凍る月に初速も

減少し従って阜子の引弧らiLろ力も20kg以下に低下

するQ

(ノ､) 妨 泌 中

上に計許した力に朝坑して鞍手を固dilすろ安全恭匿

は特別に1-'_なく掛 ･て云えは帆綱 の亀折IJ)のみであ

り.之は侶管のtr雀としてほ塩めて潤し.茨計である｡

材質S･泉にする各組肪弘fEIの払拭力を鰯 した由来 L

の成功を守9た｡却ち防胴 が恥 ､棚付 こは=希先で･も

盈火する桝になるがuj減荷が無いと虫ふ7rFは外取から

すぐ邦るB悠際の射撃に於ても=qr鬼で姓中丑を屯し

た例は全くない｡次に肺Li叔 父は†恥 ･Jj.を班円する

と棚 力が30kg以下となるから一軒花の鮒 と同時

にQE千が引かれて盈火すろ洪釦 :ある｡との垣令搾子

は丘手管から完全に泣け切れないLSに塀鯛 の鯉 H

h'o F!J 必 打
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s N) (二浪魯) .氾 ′

る 抄 平 射 m 緑 20-30･
又はiSnが･無く(汀竹内に帝朗される抵果.Hス噸上外

して火g撃には顎を屯 し退早項となる｡故にEL,弧布と

しては稚いゴ▲我又は納端を(雌 lLなければならぬ｡

fLl禎叫81のものは 05mm のゴム板を仕Ff7し故断力Ii

i'J30kgみろカ:一触 授 5年以上を提出 しているB

ゴ⊥カ'考化 して20kg挫酸に妊下していろものがある

から他用しない方が公告である｡LrD軌 ･ゴムを二枚佐

川しても [牧内鎌 するので 2枚 としての勃射 王fL

tl｡

ト lJb ヨIR
I.T野川の相場Nは後火時は必ず出 してLR懲 Lない

巧IがAL,t件とf=つている,この嫌件を満足するZSに 50

轍 にiLfいほ公党を作 l)EIBべたが領分は加 の配介を

とろ桝に落付い た｡相 打呼出gIの盈火i星貯 ま的350qC
である｡

次に確ぬ用の雛Ttはli7%の途中洞火及び盟や矧 こ正

大な曲休がある｡q]ち熊長が･短かALざれは火専実に不

払火と1_つて逸小村火を_駕ずる,文具過ぎると仏独y
スが急藷に芯捜され火邸繋の伽 も良二上外 し娼切を包

して塩早讃 となろ｡点缶用の獲長 5mm以下では火g

雄に不軌火となL).7711nlになると77i火にm溢れを作

I)が金糸作眺 好でもろ｡又 117nm 以上では裁載抄

時が不BLFLIILこなl),丈に長 くなって 15mm 以｣では

必ずkE切を起した｡軌 範適の葬具は現在の齢 灘で

は 8-9mrllとなるが繋兵を政のnLlに眼 する耕 土作

製上ILr介であるから次に速べろ別の刀法で退早頚を以

止 したユ

(L>)GE T ℡

lmql/世良にI点ると仲基租の他 方よき転;高まるとnl

司をなすので虎手管の餅手引は口を塘大する)}淡とJ#

手管仲田にuスJLを所長すら方法lこよって触 dス凍

zll蛭の糖加を5(7>た｡先づ阜手管の摩手引竣口の正襟

は荻准 25771m でちらも.ら之を 3,45TnmとrJ大し

た娼様頚な起す碑は刑取下するが5mm以上になると

何管血立tW IT･がぐらつく恐れがあるので兄い掛軸と

は宝へぬ｡次に折 節の他出に勝子引抜口上l)19mm

の位班にTn迎 25znm の孔を設け厚紙 OOSmm の紙

′をylってyJ相を行った｡この改郡 管に放て漁火Pt狼

を行った躍.搾丘和の挙兵が Z5zDm でも丘て正耗な

空加担lヽを作って較払L煤''aLLと全く起らなかったt,



伐て牡の市孔E3や50切を大洋漁禿及日本水】斜二は切

して淵 に射 りした見過早軟 く食鼓nlm良好で

あり,かくてSES早丑のyJ止に成功した｡

(b) 不抑 止

不劫火の既出は丹方角抄 ち火邪 に弘火しないJA令

と火鞭 から℡兼に熟火しな14台とが巧 へられろ｡

(1) 鮒 兼肘 I

釦の1漁に鋲ろとH占用の罪点が7mm以下のJA合

には火卿 に不払火とTLろ布があるので火研領.l･部の

甘琵EXe壁J=由tl翼的 20粒を-t=クック一入で日新 さ

せてJg日用と火粥 の堺火とした虎身軽flIの羊点が

もznn 以上のJil合には必ず簸火IT-ろ事をFEめた｡

(I,) 火 群 繋

火gl架としてJ7-.巴小粒繋別だ用すちとIU･が大きい

iSに出柑しても各枚TruJのW椋が埋り淋常馳 :怒っ

て避y,抑 IJて朋LIJとtJ.Lる｡Zi:書手に粉兼をr･他州ナろと

れ軸 が不均｣とな･IJあく悠唆Ff心 をつく｡畝に爪巴無

事輔 を四尉立に地 やするのが戯 的である｡攻L二蜘

iAic形牧は刀火に著 しい彰菅を熊へ 蜘 上fiiかやtG

とEgi25では技者の野火カヨ:2倍大きいので旺紫のZmt)

桝 を凹鋤 として帝火力を向上させた.又火灘

鹿iBの影抗は丘tiI人位長に五大1=野守を及ぼすので従
発の平的tJq正に賢へろZBに伎って3掛 こせ人十も7P

か山東た.允火桝 として詣円と珪式のiR令柚を伏Jll
した定額めて好戎蛸であった｡

(-l 甘 t

.T.色小粒帯を℡扶L=蜘 した好事は蜘 qSJJ;):作に

EOkg.cn三でありhgq硬も粒子の形ibJLLBめられる｡

雌 flのl那到土讃払時に空けTJ摂撃がJJ､さいので即 と

繁を蜘 しないで湘入した成火群集からの野火は碓性
となL日l哉111火焔戊もIrl二村火 LJ=｡肪矧 まこのプJl.'J

に析死な,VE'めてrTく必世がある｡

(ェ) 押鋲姐こ綜利

鞘掛 ミ火職 と甘顎との別 の鞘 板で好火Iiけの7P

な考へ九は.押板fH､PJである*-･進也をynt:して鮒 u火

qIを粍大すろrSに多可f_ものでもろ｡押巌の小心州 .i

火打羊の火に三･iBる縄で今銭は孔む :日n巾であった

の･C凪温火伽 て小さ過ぎて管発に不曳火の齢 を/l~じ

た｡ほて之を2mmに没入するとfG1時[=恥 の孔圧も

2-缶に大きくして茄火を措亡にL,故M火広長を伯に

凡人するLIが山東b

Y dLfのホ途

IE甘は長さ 19ロm で IdIの黒血は的 】JLたくB 2

争FH

甘巳はEl泣召.外何は下欝にS3,中央部に書手をA

へ集葵に賦 す る.可冊 叩 昧 045mmの鋲盃に町
衆.実業放血盈及≡肘 ヒ柿の三妊稚合装 0047gを弛

張jLL拓と共に馴 したもので崇拝と丑火食との矧 こ招

待Jlejして居ろ｡iFl抑 -.初句の糊 をした拝7:･現苛で煤

でfL/支-,Pll'_TFEiAffBiよりO･･4 2mrn凹Jませて衣

孜上の安全をFE付する.戦火金は_好投に脚 さLL下帯

は脚 で'Jiり小心に何lmmの孔を持つ天領でその

先顎は芯†字の蝕WH=該玩していろ｡

讃火金の上にはn色′ト11確 OSgを拡托した有jLの

C2Fi･･氷人し,弘賂拭 Z牧野いた上に棚 方,3線 .及

淵 を-荘合したELI明 を射 すろ｡文展 革には効 拝

の外苛に汚く^タフインを為って税 の繋故を軌 ヒす

るD

を立t二は釣 d エ現を辞 し且-t3-人の蜘 三内

】∞ 田である.
11僻 の什tb

兼葵に噺 された肝 は推算妃に糊 された杜夫の

折 に上って丑火ナろ.

抱の苧かによりぼや甘哩の取持を/打守する.,薪拝は

前進し田野に平実して田野堀を内方に押し上Lfろとそ

itは老火金の粥Ll頬に焦る｡

J'=a火食はILJuして肘ろのでm野中の1沃野は大きなせi

撃と棟桁を受け ⊂田火す る｡ば粉の火焔は7;ji火金のJL

を通ってm のりl火Ju こglHL馳 :地境する｡この

火扮 ;獄 内Lこqt州すらと先づ鮮火鳩 (.q氾 火g!)A;

悠捜し臥･て丑01熊 (概 火兼)が放 して籍を射ILI
すろ.

ll Jb ■

今迄のm廿はhtはt7いが棚 J法が臨qEなので之に

串本的の即 をhlへないで,冊に舟手打の州所に孔を

罰琵して黙也的 火事を必付する郡で仔作D遣早急改

選や消火を完9:に防11すろTb:ll経 たっ妻射畑 とし

てぎ諦 】23年 TJl大井汲粟の◆ヤツチャーt'-ト恥

探九に仮 して女帝山沖で1射した柑 ft屯 良好で

4OzZ)七l上の身 6切を地歴した｡その桝 でほ

見好なm 'Cあったが,Rlに略和 23年 日 月から21

年 4月迄のI手順 沖腿 では塩めて良い或横S･柑た｡




